
第２号様式 

指定管理業務総合評価票 

施設名 松崎コミニュティセンター 

指定管理者名 特定非営利活動法人まちづくり推進隊詫間 

施設所管課 総務部管財課 

調査日  令和３年５月２５日（火）：１０時００分～１０時３０分 

 

評価項目 評価基準 
自己 
評価 

所管 
評価 

１ 

実
施
体
制 

施設管理 協定書等に従い、開館日や開館時間等を遵守しているか Ｂ Ｂ 
人員体制 仕様書等に従った人員（人数、有資格者）を配置しているか Ａ Ａ 

スタッフのシフトは適正であるか Ｂ Ｂ 
事業計画書に則した内容・頻度で教育・研修を実施したか Ｃ Ｂ 

利用料金 利用者からの料金徴収や現金管理等が適切に実施されているか Ｂ Ｂ 
外部委託 外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切か Ｂ Ｂ 

外部委託事業者に対して協定書等を遵守させているか Ｂ Ｂ 
記録管理 業務日誌等を適切に作成・保管しているか Ｂ Ｂ 

点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか Ｂ Ｂ 
報告書提出 協定書等で定められた事業計画書・報告書等は提出しているか Ｂ Ｂ 
連絡調整 市や関係団体等との連絡調整を適切に行っているか Ｂ Ａ 
危機管理 危機管理に関するマニュアルが整備され、定期的に訓練等をおこなっているか Ｂ Ｂ 

避難経路は適切に確保されているか Ｂ Ｂ 
事故、災害等の緊急時の連絡体制が確立されているか Ｂ Ｂ 

個人情報保護 個人情報等の管理は適切か Ｂ Ｂ 
個人情報保護に関する規定が整備されているか Ｂ Ｂ 
情報漏えいを防止する仕組みや対応策が講じられているか Ｂ Ｂ 

情報公開 情報公開に関する規定が整備されているか Ｂ Ｂ 
協定書等に従い、情報を適切に管理、公表しているか Ｂ Ｂ 

【１ 総括】 実施体制に関する評価（標準１９項目・本施設 １９ 項目） Ｂ Ｂ 
指定管理者の

自己評価 
協定書、仕様書に基づき業務を行った。人員に関しては管理者に加え、地

域住民を配置し、来館者対応を行っている。 
危機管理については、指定管理者・施設管理者をはじめ利用者の児童の参

加による防火避難訓練を実施、より一層の安全管理に備えた。また、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の為、換気を行い、除菌剤等を設置し、使

用者名簿の作成管理を強化し、施設での安心安全、健康に留意し業務を遂

行している。 
施設所管課の

評価 
施設管理については、来館者が利用しやすいように、各団体の備品類の整理・

片付けを行い、成果を上げている。 
連絡調整については、常に市と連絡を取り合う体制を整えている。 
昨年度、Ｃ評価とした危機管理及び情報公開の項目について改善が見られた

点は評価したい。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
等
の
内
容
や
水
準 

利用者対応 施設の予約や利用等が、公平かつ適切に実施されているか Ａ Ａ 
言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか Ｂ Ａ 

利用案内 ホームページ、パンフレット等は見やすく、適宜更新されているか Ｂ Ｂ 
利用方法をわかりやすく説明できる仕組みが構築されているか Ｂ Ｂ 

利用状況 施設の利用者数や稼働率は適正であるか Ｂ Ｂ 
利用促進に向け、積極的に取り組んでいるか Ｂ Ｂ 

事業の実施 事業計画書に則し、指定事業を実施しているか Ｂ Ｂ 
施設の目的に沿って、自主事業を実施しているか Ｂ Ｂ 
各事業の参加者数は、計画どおりであるか Ｃ Ｂ 
参加促進への取組みを積極的に実施しているか Ｃ Ｂ 

環境への配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされているか Ｂ Ｂ 
苦情等の対応 苦情や要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか Ｂ Ｂ 
利用者への調

査 
利用者満足度調査を実施し、その結果は妥当であるか Ｂ Ｂ 
利用者からの意見や要望等について、可能なものは反映させているか Ｂ Ｂ 



維持管理 仕様書等に従い、清掃、警備、衛生の点検・管理を適切に行っているか Ｂ Ｂ 
仕様書等に従い、施設、設備の点検・管理を適切に行っているか Ｂ Ｂ 
備品台帳により記録が適切に保管されているか Ｂ Ｂ 
市と指定管理者の備品が明確に区別されているか Ｂ Ｂ 
必要な修繕を適切に行い、市に報告しているか Ｂ Ｂ 

【２ 総括】 サービス等の内容や水準に関する評価（標準１９項目・本施設 １９ 項目） Ｂ Ｂ 
指定管理者の

自己評価 
様々な表示を大きく見やすく変更したり、使いやすい施設を目指し、管理者

と共に業務を行っている。予約管理はホームページを利用し、現在の状況を

多くの人と共有できるようにしている。また、館内にご意見箱を設置し、施

設管理やサービスの向上に対応出来るようにしている。コロナ禍にあり、利

用中止、自粛中を利用して館内の修繕、補修等に努めた。 
施設所管課の 
評価 

コロナ渦で種々難しい状況の中、常に利用者の立場で施設管理やサービス、

情報提供が出来ている。特に、昨年度Ｃ評価とした項目に改善が見られる点

は評価する。 

３ 

収
支
等 

経理事務 指定管理に関する経費と団体の経費を区別して、適正に管理しているか Ｂ Ｂ 
専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか Ｂ Ｂ 

予算執行 収支計算書に則し、適正に予算を執行しているか Ｂ Ｂ 
経費節減 計画どおりの経費節減の取組み、またはその他の取組を実施し、その効果があったか Ｂ Ｂ 
収支状況 事業収支は妥当であるか Ｂ Ｂ 
【３ 総括】 収支等に関する評価（標準５項目・本施設 5 項目） Ｂ Ｂ 
指定管理者の

自己評価 
経費利用については事務局内で情報共有し、適切に経理処理を行っている。 
コロナ禍にあり、有料利用者によるキャンセルが続き、新たな有料予約も入

らず、収入を増やすことは困難な状況である。 
施設所管課の

評価 
帳簿関係や報告書類等の保管についても適正に処理されている。 

地域のコミュニティ施設としての特性でもあるが、収入を増やすことが困難

ながらも、常に経費節減に努力していることが伺える。 
【４ 総合評価】 １～３の項目の総括による総合評価 Ｂ Ｂ 

５ 
そ
の
他
特
記
事
項 

（
提
案
・
成
果
・
課
題
等
） 

指定管理者 

新型コロナウイルス感染症防止対策を講じ、指定管理者と施設管理者との定

期的な情報交換が実施され、施設の利便性を向上し、施設の修繕等、使いや

すい施設となっている。また、避難利用施設として機能出来るよう、より一

層の施設管理、危機管理に努めて行きたい。 
施設予約状況や利用方法はホームページを利用し、発信を続け更なる利用者

増加を目指している。引き続き、より浸透して行くよう働きかけたい。また、

事業活動を充実させ、地域住民の利用満足度の向上、コミュニティ活動の拠

点となるよう目指したい。今は、新型コロナウイルス感染症の終息を待たざ

るを得ない状況と考えている。 
 なお、施設利用者の利便性のより向上を図るため、アンケートボックスを

設置し利用者の声を集約、今後の運営に生かしたい。 

施設所管課 

年間を通じ、新型コロナウイルス感染拡大により難しい状況の中、適切に施

設の維持管理を行えていた。 
今後も地域のコミュニティ活動の拠点として、更なる施設利用の向上を目指

して取り組んでいただきたい。 

 

 

※評価区分 

①評価基準 

A（優 良）：協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である。 

B（良 好）：協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。 

C（課題含）：協定書、仕様書等を遵守しているが、内容の一部に課題がある。 

D（要改善）：協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な内容である。 



②【総括】 

A（優 良）：評価基準がすべて B 以上であり、かつ A が過半数以上である。 

B（良 好）：評価基準がすべて C 以上であり、かつ B 以上が８割以上である（上記以外）。 

C（課題含）：評価基準がすべて C 以上である（上記以外）。 

D（要改善）：評価基準に D が含まれている。 

③総合評価 

A（優 良）：【総括】がすべて B 以上であり、かつ A が２つ以上である。 

B（良 好）：【総括】がすべて B 以上である（上記以外）。  

C（課題含）：【総括】がすべて C 以上である（上記以外）。  

D（要改善）：【総括】に D が含まれている。 

 


